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 の    ふじ　      ゆう
氏名・（本籍・国籍） 野　藤　　　悠（福岡県）
学 位 の 種 類 博士（人間環境学）
学 位 記 番 号 人環博甲第２７５号
学位授与の日付 平成24年7月31日
学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当　人間環境学府　行動システム専攻
学 位 論 文 題 目 Effects of exercise on circulating brain-derived neurotrophic factor （血中の脳由来神経栄養

因子に及ぼす運動の影響）
論 文 調 査 委 員 （主　査）　教　授　　熊　谷　秋　三

（副　査）　准教授　　林　　　直　亨　　　准教授　　村　木　里　志

論 文 内 容 の 要 旨
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
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てん   ま　るい   こ
氏名・（本籍・国籍） 天　満　類　子（広島県）
学 位 の 種 類 博士（人間環境学）
学 位 記 番 号 人環博甲第２７７号
学位授与の日付 平成24年9月24日
学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当　人間環境学府　都市共生デザイン専攻
学 位 論 文 題 目 空間システム分析にもとづく山村集落の景観保全手法に関する研究
論 文 調 査 委 員 （主　査）　教　授　　菊　地　成　朋

（副　査）　教　授　　當　眞　千賀子　　　教　授　　南　　　博　文
　　　　　教　授　　佐　藤　宣　子

論 文 内 容 の 要 旨
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
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かわ   づ　けい   た
氏名・（本籍・国籍） 河　津　慶　太（福岡県）
学 位 の 種 類 博士（人間環境学）
学 位 記 番 号 人環博甲第２７８号
学位授与の日付 平成24年12月31日
学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当　人間環境学府　行動システム専攻
学 位 論 文 題 目 スポーツチームにおけるチームパフォーマンス予測モデル
論 文 調 査 委 員 （主　査）　准教授　　杉　山　佳　生

（副　査）　教　授　　西　村　秀　樹　　　教　授　　山　口　裕　幸
　　　　　准教授　　林　　　直　亨　　　准教授　　村　木　里　志

論 文 内 容 の 要 旨



― 22 ― ― 23 ―

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
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いい   だ　なお ひろ
氏名・（本籍・国籍） 飯　田　直　弘（福岡県）
学 位 の 種 類 博士（教育学）
学 位 記 番 号 人環博甲第２７６号
学位授与の日付 平成24年8月31日
学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当　人間環境学府　教育システム専攻
学 位 論 文 題 目 イギリスの資格制度改革における「アカデミック-職業ディバイド」に関する研究

　－中等学校の「学力」と「地域性」に焦点を当てて－
論 文 調 査 委 員 （主　査）　教　授　　竹　熊　尚　夫

（副　査）　教　授　　吉　本　圭　一　　　准教授　　エドワード・ヴィッカーズ
　　　　　教　授　　加　藤　和　生
　　　　　中村学園大学　　教　授　　望　田　研　吾

論 文 内 容 の 要 旨



― 24 ― ― 25 ―

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

どのリソースの活用という点で重要な要素として位置づけられていた。次に、この二コの資格の特

徴にコいては、理論的一実際的という縦軸と、一般的-職業的/専門的という横軸において、相対

的に中間に位置する資格であることがわかった。また、全国資格枠組みの導入によって、アカデミ

ック資格と職業資格は同等性が確保されることになり、「ディプロマJや GCSE職業科目の取得に

よって大学進学が可能となっている。以上のように、新労働党政権によって導入された二つの新た

な資格と全国資格枠組みは、学習内容・方法とトラック聞のディバイドの解消につながるものであ

った。

第 3章では、労働党政権の資格制度改革が学校現場にもたらしたインパクトについて、主として

学校・地域でのインタビュー調査に基づき、カリキュラムと進路指導の側面から次の 2点を明らか

にした。第 1に、現在では、キー・ステージ 4のカリキュラムを計画する上で、職業コースを導入

することが学校改善の大きな原動力となっている一方で、キー・ステージ 4における生徒の選択肢

の拡大がカリキュラムや進路指導の計画と実践を複雑化させている状況を生み出している。第 2に、

カリキュラムの多様化は 14歳の時点で多様な選択肢を生じさせることとなるが、個々の生徒が適

性や将来希望する進路に最も合った選択をするには、学校が専門的知識を有する職員の雇用や早い

段階からのキャリア・アドバイスが一層重要となっている点について指摘した。

第 4章では、学校調査で得られた質的データと量的データについて、「学力J と「地域性」に基

づき分析し、学校現場における「アカデミック一職業ディパイドJの実態と諸要因について明らか

にした。まず「学力」に関して、制度上は多様なカリキュラムの計画・実践が可能であるが、実際

はそのような多様な選択肢がすべての学校に聞かれていないこと、アカデミック資格と職業資格を

それぞれ志向する学校聞の分化・格差化のみならず、「多様な職業資格に基づく学校の階層化」が存

在することが明らかとなった。次に、「地域性」に関して、特に「ディフロマJや GCSE職業科目

は、企業や継続教育機関、近隣の学校との協働を必要とするが、農村部ではリソースの活用につい

て地理的要因から生徒の輸送の問題などが職業資格の取得を妨げていることが明らかとなった。ま

た、特に中産階級の親が多く住む農村地域の学校では、アカデミック資格及びアカデミック・トラ

ックに対する価値が優位であり、依然として従来の階級分化に対応する形でディバイドの問題が存

在することがわかった。

以上の学校調査の結果を踏まえて、国内比較の分析枠組みに基づき、序章で、行った類型化の実証

を行った。最後に、政策・制度レベルからの学校現場レベルにおける影響について、競争原理は、

全国資格枠組みによって確保されたアカデミック資格と職業資格の同等性が学校間の競争とリンク

することにより、学力の低い学校が職業資格へ偏重するという新しいディバイドを生み出し(職業

傾斜型デ、イパイド)、また協働原理は、特に「ディプロマ」における実際の職業の文脈の強調とリン

クすることによって、地域のリソースの質と量に関わる条件整備の面で、学校内部で学習・評価が

完結していた従来の資格では起こり得ないディパイド(職業インセンティブ欠如型ディバイド、リ

ソース欠如型ディバイド)を引き起こしていることを指摘した。

終章では、政策・制度レベルと学校現場レベルにおけるディバイドの実態についてまとめ、研究

を総括した。また、研究の課題と将来的な国際比較研究を行う上で重要な論点についても示した。

本論文は、イギリス中等教育における長年の課題である、アカデミック志向と職業志向のディ

バイド(格差)に関して、政策・制度レベルと学校レベルの両面からその実態と諸要因を解明した

ものである O 論文前半における資格制度改革の史的展開の分析では、各種政策文書、資格シラパス

等を基に、政党及び政策意図、資格の同等性、資格枠組、評価方法、 トラックと進路指導など、デ
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ィバイドに関わる諸要因を析出し、後半部では学習内容を統合する新資格制度の導入によるディバ

イド解消の効果と、学校現場での多様な実態を明らかにした。本研究は丹念な文献調査と現地調査

に基づき、個別事例から問題構造の一般化への質的・量的調査サイクルによって、比較教育学分野

の研究に新たなアプローチを提示している O また、学校が地域性や学力を背景としてディバイド解

消に取り組む」方で、競争と協働の政策の下 戦略的に職業教育を志向することによる新しいディ

パイドを指摘した点は、イギリス教育研究にも寄与するものである O よって、本論文は博士(教育

学)の学位に値するものと認める O




